
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
連
携
・
協
働
の
推
進

（
新
設
）

地
域
の
輸
送
資
源
の
フ
ル
活
用
や
共
同
化
・
協
業
化
等
の
地
域
公
共
交
通
の
連
携
・
協
働
に
当
た
っ

て
は
、
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
等
の
標
準
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
連
携
・
協
働
の
た
め
、
国
土
交
通
省
が
策
定
し
た
標
準
仕
様
等
に
準
拠
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

デ
ー
タ
の
共
有
・
利
活
用
の
促
進

デ
ー
タ
の
共
有
・
利
活
用
の
促
進

潜
在
的
な
需
要
喚
起
に
も
有
効
で
あ
る
個
人
の
移
動
等
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
観
点
に
も
留
意
し
つ
つ
、
各
公
共
交
通
事
業
者
の
持
つ
利
用
実
績
や
運
行
情
報
、

事
業
情
報
等
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
積
極
的
に
共
有
を
図
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
関
係
者
間
の
議
論
を
促

進
し
、
そ
の
積
極
的
な
利
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

デ
ー
タ
に
基
づ
く
関
係
者
間
の
議
論
を
促
進
す
る
た
め
、
各
公
共
交
通
事
業
者
の
持
つ
運
行
情
報
な

ど
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
積
極
的
に
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
潜
在
的
な
需
要
喚
起
に
も
有
効
で
あ
る
個

人
の
移
動
等
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
観
点
に
も
留
意
し
つ
つ
、
そ

の
積
極
的
な
利
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二

地
域
公
共
交
通
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

二

地
域
公
共
交
通
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

１

地
域
公
共
交
通
計
画
の
記
載
事
項

１

地
域
公
共
交
通
計
画
の
記
載
事
項

地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
及
び
そ
の
骨
格
と
な
る
公
共
交
通
軸
を
具
体
的
か
つ
即
地
的
に
定
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
将
来
像
の
中
で
公
共
交
通
が
果
た
す
べ
き
様
々
な
役
割
を
明
確
化
し
た
上
で
、
公
共
交
通

の
活
性
化
及
び
再
生
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
や
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、
地
域
の
真
の
ニ
ー
ズ
や
そ
の
地
域
の

抱
え
る
問
題
を
精
査
し
た
上
で
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
旅
客
運
送
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
特
に
次
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
及
び
そ
の
骨
格
と
な
る
公
共
交
通
軸
を
具
体
的
か
つ
即
地
的
に
定
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
将
来
像
の
中
で
公
共
交
通
が
果
た
す
べ
き
様
々
な
役
割
を
明
確
化
し
た
上
で
、
公
共
交
通

の
活
性
化
及
び
再
生
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
や
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、
地
域
の
真
の
ニ
ー
ズ
や
そ
の
地
域
の

抱
え
る
問
題
を
精
査
し
た
上
で
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
旅
客
運
送
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
特
に
次
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
等
の
地
域
戦
略
と
の
一
体
性
の
確
保

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
等
の
地
域
戦
略
と
の
一
体
性
の
確
保

地
域
経
営
の
視
点
か
ら
、
立
地
適
正
化
計
画
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十

二
号
）
第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
立
地
適
正
化
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
、
観
光
振
興
等
の
地
域
戦
略
と
一
体
で
地
域
公
共
交
通
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
が
集
う
拠

点
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
ほ
か
、
都
市
の
骨
格
と
な
る
公
共
交
通

軸
の
形
成
を
図
り
、
地
域
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
利
用
者
の
増
加
と
を
一
体
で
実
現
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
経
営
の
視
点
か
ら
、
立
地
適
正
化
計
画
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十

二
号
）
第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
立
地
適
正
化
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
、
観
光
振
興
等
の
地
域
戦
略
と
一
体
で
地
域
公
共
交
通
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
が
集
う
拠

点
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
ほ
か
、
都
市
の
骨
格
と
な
る
公
共
交
通

軸
の
形
成
を
図
り
、
地
域
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
利
用
者
の
増
加
と
を
一
体
で
実
現
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
都
市
の
実
現
の
た
め
に
は
、
医
療
、
福
祉
等
の
都
市
機
能
の
誘
導
・
確
保
や
公
共
交
通

沿
線
へ
の
居
住
の
誘
導
を
行
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
な
が
ら
、
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
等
の
交
通
結
節
点
周
辺
に
生
活
関
連
施
設
等
の
機
能
を
集
積
さ
せ
、
沿
線
の
需
要
の
創
出
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
都
市
全
体
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
都
市
機
能
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
幹
線
交
通
、
中
心
部
に
お
け
る
循
環

型
の
交
通
、
幹
線
交
通
と
連
絡
し
た
支
線
交
通
の
路
線
形
成
・
改
善
や
、
運
賃
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
、
交
通
結
節
点
の
整
備
に
よ
る
乗
継
円
滑
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
な
ど
多
様
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
他
分
野
と
の

垣
根
を
越
え
た
連
携
と
協
働
な
ど
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
都
市
の
実
現
の
た
め
に
は
、
医
療
、
福
祉
等
の
都
市
機
能
の
誘
導
・
確
保
や
公
共
交
通

沿
線
へ
の
居
住
の
誘
導
を
行
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
な
が
ら
、
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
等
の
交
通
結
節
点
周
辺
に
生
活
関
連
施
設
等
の
機
能
を
集
積
さ
せ
、
沿
線
の
需
要
の
創
出
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
都
市
全
体
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
都
市
機
能
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
幹
線
交
通
、
中
心
部
に
お
け
る
循
環

型
の
交
通
、
幹
線
交
通
と
連
絡
し
た
支
線
交
通
の
路
線
形
成
・
改
善
や
、
運
賃
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
、
交
通
結
節
点
の
整
備
に
よ
る
乗
継
円
滑
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
な
ど
多
様
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
他
分
野
と
の

垣
根
を
越
え
た
連
携
と
協
働
な
ど
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

歩
行
者
、
自
転
車
及
び
公
共
交
通
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
上
で
は
、
歩
行
空
間
や
自
転
車
利
用

環
境
の
整
備
、
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
交
通
結
節
点
の
整
備
、ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
等
の
導
入
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
推
進
、
駐
車
場
の
配
置
等
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

歩
行
者
、
自
転
車
及
び
公
共
交
通
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
上
で
は
、
歩
行
空
間
や
自
転
車
利
用

環
境
の
整
備
、
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
交
通
結
節
点
の
整
備
、ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
等
の
導
入
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
推
進
、
駐
車
場
の
配
置
等
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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